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テムは、PAMPs (pathogen-associated molecular patterns) と呼ばれる広範囲な病原菌に共
通に存在する分子群を、植物細胞膜表面に存在する PRRs (pattern-recognition receptors) 
と呼ばれる受容体を介して認識して誘導する PAMP-triggered immunity (PTI) であり、
次は、植物病原細菌などが TypeIII 分泌装置を介して植物細胞内に分泌するエフェクタ




 イネは植物病原細菌 Acidovorax avenae の非病原性菌株のフラジェリンを認識し PTI
を誘導する。シロイヌナズナ等においてフラジェリンの認識部位として同定されてい
る flg22 や A. avenae のフラジェリン由来の flg22-avenae をイネに処理した場合、ほと
んど PTI が誘導されなかった。一方、イネにはシロイヌナズナの flg22 受容体 FLS2 
(Flagellin sensing 2) のオルソログ Oryza sativa FLS2 (OsFLS2) が存在している。OsFLS2
は FLS2 と同様に flg22 を認識する能力を有し、また、OsFLS2 の過剰発現イネは flg22
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を認識して PTI 反応を強く誘導する。これは、イネは flg22 認識能を有する OsFLS2 を






のドメイン (D0、D1、D2、D3、D2、D1、D0) を N 末端領域の ND0–2 (D0、D1、D2)、
中央領域の ND2–CD2 (D2、D3、D2)、C 末端領域の CD2–0 (D2、D1、D0) の 3 つの領
域に分けたタンパク質を作製し PTI 誘導活性を調べた。その結果、イネにおいては
CD2–0 にのみ PTI 誘導活性が認められた。このことから、イネにおけるフラジェリン
認識部位は C 末端の CD2–0 領域に存在することが明らかになった。次に、CD2–0 領
域の N 末端または C 末端からアミノ酸を欠損させたペプチドを作製し、詳細なイネに
おける PTI 誘導活性部位について調べたところ、CD2–1 に全長のフラジェリンと同様
の PTI 誘導活性が存在することが明らかになった。そこで、CD2–0 により誘導される
PTI が病原細菌に対する抵抗性に寄与するか調べたところ、CD2–1 を処理したイネ植
物体において、A. avenae 非病原性菌株または病原性菌株の菌体数が有為に減少してい


































論 文 審 査 結 果 要 旨 
 
本論文には、Acidovorax avenae N1141 菌株のフラジェリンの認識機構に関する研究
内容が記載されている。イネは植物病原細菌 A. avenae の非病原性菌株のフラジェリン
を認識し PTI を誘導する。イネにおけるフラジェリンの認識機構を明らかにすること
を目的とし、イネにおけるフラジェリン認識部位の同定を試みたところ、イネは C 末
端領域の CD2–0 を認識することを明らかにした。次に、この CD2–1 を認識する受容
体を同定するために、イネにフラジェリンを処理した時に発現誘導される遺伝子を、
マイクロアレイで解析したところ、受容体型キナーゼ遺伝子を 16 個同定した。これら
遺伝子の中で、分子内に Signal peptide、LRR N-terminal domain、LRR domain、
Transmembrane domain、Ser/Thr kinase domain を持つ、一回膜貫通型受容体キナーゼを
コードする 2 つの遺伝子をイネのフラジェリン受容体遺伝子として選抜した。そこで、
これらをイネプロトプラストに一過的に高発現させたところ、Flagellin-induced 
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さらに、このフラジェリン認識シグナルが、MAP キナーゼカスケードを介して細胞内
に伝達されることも明らかにしている。 
 本研究は、イネにおけるフラジェリン受容機構を初めて明らかにしたものであり、
その研究結果は大いに評価できる。研究は膨大な実験量に裏打ちされた論理性が高い
ものであり、本論文の研究結果は非常に完成度が高い。論文審査におけるプレゼンテ
ーションも質が高く、口頭試問においてもこの分野における高い知識を有しているこ
とが確認された。さらに、英語論文としては筆頭著者で 1 報、学会等での発表は国際
学会での英語発表 3 回も含め多数行っており、農芸化学会では論文賞も受賞している。
審査員は全員一致で、本論文が長浜バイオ大学の博士（バイオサイエンス）の学位論
文として相応しいものと結論づけた。 
